
平成２８年度第１回北杜市食育地産地消推進協議会 会議録 

 

（１）会 議 名 平成２８年度第１回北杜市食育地産地消推進協議会 

 

（２）開会日時 平成２８年８月２５日（木） １６時００分開会～１７時２０分閉会 

 

（３）開催場所 北杜市役所西会議室 

 

（４）出席者 （委 員） 

北杜市農業委員会 会長         馬場 君忠 

有限会社 清里ミルクプラント  小清水 八市 

  農）営農たかね 理事   中村 恭治 

農）白州鳥原平 理事   渡辺 陽一 

  清春農産物直売所 代表   高橋 勝彦 

  梨北農業協同組合 組合長  澤井 實 

  梨北農業協同組合地産地消課 課長 服部 克巳 

  北杜市代表区長会 会長   萩原 英二 

北杜市消費者生活研究会 会長  草野 香寿恵 

  北杜市母子愛育会 会長         櫻井 ひろみ 

  北杜市食生活改善推進員協議会 会長 浅川 敬子 

  北杜市 PTA連合会 会長   齋藤 加代子 

  山梨県県民生活部消費生活安全課 課長 杉田 真一（代理）佐々木 斉 

  北杜市市民部 部長   平井  光 

北杜市福祉部 部長   茅野 臣恵 

  （事務局） 

  北杜市産業観光部 部長   田中 幸男 

  北杜市食と農の杜づくり課 課長  伴野 法子 

  食と農の杜づくり課食育地産地消担当 川端下 正往 

  食と農の杜づくり課食育地産地消担当 土屋 英己 

食と農の杜づくり課食育地産地消担当 堀内 健 

環境課環境保全担当           浅川 啓治 

環境課新エネルギー推進担当       仲澤 徹 

 

欠席者 

（委 員） 

八ヶ岳やさい倶楽部 代表        高橋 康郎 

八ヶ岳ヤーコン組合 代表  原   誠 

  武川町農産物直売センター  加藤  賢 

  有限会社 横内製麺 代表取締役  横内 正弘 

        北杜市商工会 会長           輿水 順彦 



        北杜市立塩川病院 院長         都倉 昭彦 

  北杜市立甲陽病院 院長   飯塚 秀彦 

  北杜市歯科医師会 会長   細田 満 

        北杜市社会福祉協議会 会長       茅野 光一郎 

        北杜市保育園園長会 会長        堀込 美千子 

        北杜市保育園保護者連合会 会長     舩木 奈巳 

  山梨大学教育人間科学部 教授  時友 裕紀子 

        北杜市教育委員会教育部 部長      浅川 一彦 

   

（５）議  題 １．北杜市食と農の杜づくり推進計画平成２７年度進捗状況について 

２．その他 

 

（６）公開・非公開の別 公開 

 

（７）該当なし 

 

（８）傍 聴 人 なし 

 

（９）審議内容 

１ 開 会 

事務局 出席委員は２８名中１５名で定足数を満たしている。 

本会議については、北杜市審議会等の公開に関する要綱の規定により、北杜市ホーム

ページ等により周知を行い、公開としている。傍聴人の受付を行ったところ、傍聴希

望はなかった。 

 

２ 開会のことば 

～草野副会長より開会のことば～ 

 

３ 委嘱状・任命書の交付 

 ～欠員の生じている委員６名に新たに委嘱状を交付～ 

 

４ 役員選出 

 事務局 北杜市食育・地産地消推進協議会設置要綱第５条の規定に基づく、会長１名、副会長

２名の互選にあたり、現在、会長は澤井實様、副会長は草野香寿恵様ですが、もう一

人の副会長でありました食生活改善推進員協議会の福田様が退任されたため、副会長

が１名不在となっている。委員からの互選による選出はあるか。 

 委 員 事務局一任。 

 事務局 事務局案としては、本協議会の趣旨に則り会長は農業サイドから、副会長については、

食育と地産地消のそれぞれの分野からの選出が望ましいことから、会長は梨北農業協

同組合の組合長に、副会長は食生活改善推進員協議会会長と消費者生活研究会会長に



それぞれお願いしてきた経緯がある。ですので、もう一人の副会長は、現北杜市食生

活改善推進員協議会会長の浅川敬子様にお願いしたいがどうか。 

 一 同 異議なし。 

 事務局 もう一人の副会長については、事務局案のとおりお願いする。 

 

５ 会長あいさつ 

～澤井会長よりあいさつ～ 

 

６ 議 題 

事務局 北杜市審議会等の会議の公開に関する要綱の規定により、２名以上の議事録署名委員

を選出する必要があるが、本年度第１回協議会の議事録署名委員については、萩原英

二委員と草野香寿恵委員にお願いする。 

引き続き議事に移るが、会議の進行は設置要綱第７条で会長が行うと規定されている。 

 

会 長 議題１ 北杜市食と農の杜づくり推進計画の平成２７年度進捗状況について、事務局

に説明を求む。 

事務局 北杜市食と農の杜づくり推進計画の中の７つの柱となる基本方針の具体的方策、取り

組み内容及び平成２７年度進捗状況について配付資料に基づき説明。 

① 豊かな人間形成の推進 

② 健康の増進 

③ 食文化及び農文化の継承 

④ 地産地消の推進 

⑤ 循環型社会の実現 

⑥ 安全で安心な食生活の推進 

⑦ 食育推進活動の充実 

 会 長 北杜市食と農の杜づくり推進計画平成２７年度進捗状況について質問、意見はあるか。 

委 員 プロにお願いして、お米や大豆づくりをしているようだが、実際に市内全ての学校で

実施しているのか。 

事務局 教育ファーム事業は市内の北杜市立全ての保育園１４園で実施している。また、小学

校においてもボリュームの大きい小さいはあれど、北杜市立１１校全てで実施してい

る。 

 委 員 お米づくりに関して市内全ての小学校で実施しているのか知りたい。 

事務局 食と農の杜づくり課の事業として、白州町鳥原平の圃場を使って市内の小学生を募集

し、年間通してお米づくりを体験してもらうプログラムを実施しているが、各小学校

独自で圃場を借りてお米づくりを行っているかは把握していない。 

 委 員 各小学校単位で、昔は圃場を借りて小学生がお米づくりを行っていたが、最近はそれ 

        をしなくなってきている。今後、子供たちにどの程度お米づくりについて知らせてい

く必要があるのかを知るために質問した。 

 会 長 他にないか。 

委 員 伝承料理等食文化の伝承のところで郷土料理の話しが出ているが、ほうとうがメイン



になると思うが、その他にどんな郷土料理が学校給食において導入されているのか。

また、郷土料理の由来等、子供たちに伝えているのか。さらに北杜市はお米が中心だ

が、市内地域ごとの特産品を子供たちに教えて北杜市の農業を伝承していってもらい

たい。また、農作業の手伝いのために学校を休みにして子供たちが農作業を行う機会

があれば、あえてイベント等企画しなくてもよいと思うがどうか。 

事務局 ・学校教育における郷土料理については、大量に調理する関係から、ほうとうが中心

となっている。また、郷土料理の由来に関しては各学校の「給食だより」にて説明し

ている。 

・市内各地域の特産品については、各地域の特色も含め、現状、子供たちに伝えてい

くことは行っていない。これに関してはすばらしいことなので今後、担当課に意見と

して伝え検討していく。 

・小学校におけるお米づくり、農作業の手伝いを一律に導入していくのは難しい。教

育委員会へ意見として伝える。 

    委 員 北杜の農業を子供たちに教育するという意味では何らかの形で小さい内から教育し

てほしい。 

会 長 他にないか。 

委 員 明野町の事例紹介として、永井地区で明野小学校の子供たちを対象に地元グループの

全面的協力で一年を通してお米づくりを体験している。こうした意志も持った農家が

いなければ、このような活動は生まれないし続いていかない。 

会 長 他にないか。 

委 員 白州鳥原平ビューファームでも小学生のお米づくりの体験プログラムを実施してい

る。子供たちにお米づくりは楽しいと思ってもらうことが大切である。 

事務局 先程の市内小学校のお米づくりの状況の質問に対し説明する。市内、全ての小学校で

はないが、高根西小、高根東小、白州小、明野小で実施している。お米づくりを実施

していない小学校も包括した中で、食と農の杜づくり課主催の「日本一おいしいお米

づくり教室」を実施している。各小学校に対しても一律にお米づくりを導入していく

ことは難しいが、他の学校の取り組み状況を伝える中で、今後取り組みを推進してい

ってもらうようお願いしていく。 

委 員 各地域にある中山間多面的事業の中でも子供たちに農業を伝えていく取り組みが実

施可能だと思う。 

会 長 他にないか。 

委 員 エコクッキングの目的、理念とは何か。 

環境課 CO2削減のためのグリーンカーテンからできたゴーヤを使って調理すること。 

委 員 エコクッキングはグリーンカーテンからできたゴーヤを使って調理するからという

ことではないと考える。食品ロス、ゴミ減量化を環境課だけでなく多方面に連携して

いけたら相乗効果で取り組みの幅が広がっていくものと考える。 

事務局 食と農の杜づくり課で実施する「おはよう朝ごはんコンテスト」においても、食品ロ

スやゴミ減量化の観点から環境課と連携して実施していくことを検討する。 

会 長 他にないか。 

一 同 なし。 



会 長 議題２ その他について、事務局で何かあるか。 

事務局 北杜市地産地消認証食品認証制度の状況について説明。この地産地消認証食品認証制

度は北杜市産の原材料を１００％使った食品のブランド化を推進していくため、これ

らの食品を市で認証し PRしていくことを目的としている。平成２７年度は３つの店

舗から応募があった。これらの３店舗は、いずれも北杜市産の原材料１００％使用が

確認できたので認証した。現段階では３店舗のみだが、今後も制度の周知を図り、１

つでも多くの商品を認定していく。 

会 長 このことについて、何か質問等あるか。 

委 員 これらの商品の PR方法は。 

事務局 北杜市では商品を認証し、市で決めた１００％認証のマークがある。そのマークの使

用を許可するという形をとっている。各店舗はそのマークを使用して PRしてもらう

こととなる。 

会 長 他にないか。 

委 員 北杜市食の農の杜づくり推進計画の話しになるが、５年間は会議の中で出た話を含め、

この計画で進んでいくということでよろしいか。 

事務局 原則、５年間はこの計画で進んでいく予定である。毎年計画を見直していくことは不

可能です。時代の変化にあわせ、２，３年で計画変更できるか検討する。 

会 長 他にないか。 

一 同 なし。 

会 長 会議終わる。 

事務局 事務局から本協議会委員の再任についてお願いする。現委員の任期満了の際には再任

とさせていただきたい。さらに、会長、副会長の役員も引続きお引き受け願いたい。 

一 同 異議なし。 

 

７ 閉会のことば 

～浅川副会長より閉会のことば～ 

 

８ 閉 会 

 事務局 以上で北杜市食育・地産地消推進協議会を終了とする。 

※時に１７時２０分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


